
No.193 沖縄県・東村（DX推進と多⾓的連携）

【⽬的】
地域デジタル化による住民の利便性向上、地域資源を活用した地域経済循環支援、庁内外ＤＸ支援などにより地域独自の魅力や価値

の向上に取り組む。

【内容】
・地域デジタル化に関する助言、サポート
・沖縄国際大学との包括連携による取り組み実施
・庁内ＤＸ推進への助言
・首長への地域経済循環等アドバイス

【成果（⾒込み）】
→公共施設（研修施設や文化施設）への公共Wi-Fiの活用について、
現地での環境構築や利用支援の実施。
→庁内働き方改革の一環として、職員向け生成AI活用に関する研修の実施。
→管理職向けDX推進や生成AI利用に関する講話の実施。
→教育委員会が主催する村内小中学生に向けた映像コンテンツ制作に関するイベントの企画、
運営を行った。沖縄国際大学の学生をサポーターとして、村内児童が東村を題材とした映像作成し、
沖縄デジタル映像祭へも作品を応募した。
→ほかにも、庁内外問わず、デジタル化や事業実施の計画進行などの相談に対し助言を行った。
→首長への地域商社企画やRMO企画、人材育成などの地域力向上に向けた提案。

鈴⽊ 邦治⽒（A227）地域⼒創造アドバイザー
⼈材研修、多様な関係者間連携、働き⽅改⾰活⽤分野
令和6年度〜令和8年度（⽉12回程度）活⽤期間（頻度）

＃DX ＃地域デジタル化 ＃⼈材育成 ＃地域活性化 ＃プログラミング教室 ＃⼤学連携 ＃AIキーワード

写真

東村⾃慢動画作成講座の様⼦
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【R6】No.43 沖縄県・東村（デジタル⼈材と多様な連携）

【⽬的】
地域デジタル化による住⺠の利便性向上、地域資源を活⽤した地域経済循環⽀援、庁内外ＤＸ⽀援などにより地域独⾃の魅⼒

や価値の向上に取り組む。

【内容】
・地域デジタル化に関する助⾔、サポート
・沖縄国際⼤学との包括連携の締結
・庁内ＤＸ推進への助⾔

【成果（⾒込み）】
→公共施設（各公⺠館やキャンプ施設）に設置された公共Wi-Fiの活⽤について、
現地での利⽤⽀援の実施。
→沖縄国際⼤学と東村との相互の活性化に寄与するため包括連携協定の締結を実現した。
その第１弾の取組として、ものづくりIoT体験教室において沖国⼤学⽣と東村児童⽣徒(8名)
がプログラミングによるロボットを動かす体験を教育委員会等と企画、実施した。
→庁内ＤＸ推進員設置の提⾔により、各課１⼈のＤＸ推進員が設置され、⽉１回の勉強会で
ＩＴリテラシーやセキュリティ、AI活⽤による働き⽅改善、ＤＸについてアドバイザーとして
助⾔し、理解を深められたことにより庁内ＤＸ推進の機運醸成が図られた。また、住⺠利便性
向上に向けたデジタル実装の検討段階において、助⾔を⾏った。
→ほかにも、庁内外問わず、デジタル化や事業実施の計画進⾏などの相談に対し助⾔を⾏った。

鈴⽊ 邦治⽒（A227）地域⼒創造アドバイザー
⼈材研修、多様な関係者間連携、働き⽅改⾰活⽤分野
令和６年度〜令和８年度（⽉12⽇程度）活⽤期間（頻度）

＃DX ＃地域デジタル化 ＃⼈材育成 ＃地域活性化 ＃プログラミング教室 ＃⼤学連携 ＃AIキーワード

ものづくりIoT体験教室
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